
第51号（1） 平成22年12月1日（水）
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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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文
部
科
学
省
の
平
成
二
十

二
年
度
「
大
学
生
の
就
業
力
育

成
支
援
事
業
」（
就
業
力
Ｇ
Ｐ
）

に
、
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学

科
が
申
請
し
て
い
た
取
り
組

み
「
実
学
・
実
践
に
よ
る
女
性

の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
採
択
率
は
約
四
割

就
業
力
Ｇ
Ｐ
は
、
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
つ
な
が
る
就

業
力
の
育
成
を
目
的
に
教
育

改
革
を
行
お
う
と
す
る
意
欲

の
あ
る
大
学
・
短
期
大
学
に
、

国
と
し
て
強
力
に
財
政
支
援

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
回

は
四
百
四
十
一
件
の
申
請
に

対
し
百
八
十
件
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
助
成
期
間
は
五
年
間

で
す
。

採
択
さ
れ
た
総
合
文
化
学

科
の
取
り
組
み
は
、
産
業
界
で

最
近
、
社
員
の
仕
事
の
評
価
基

準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
「
コ
ン
ピ
テ
ン

満員となった取手聖徳女子中高の第一体育館

取
手
聖
徳
で
野
田
聖
子
名
誉
学
長
が
講
演

全
国
初
の
女
子
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」の
一
環

短
大
部
総
合
文
化
学
科
が

就
業
力
Ｇ
Ｐ
に
採
択

学
生
の
仕
事
力
を
育
成

附
属
幼
稚
園
・
附
属
第
二
幼
稚
園

松
戸
市
が
取

り
組
ん
で
い
る

「
松
戸
市
地
球
温

暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
」
の
事

業
の
一
つ
で
あ

る
「
減
Ｃ
Ｏ
２
ど

ん
ぐ
り
作
戦
」に
、

附
属
幼
稚
園
と

附
属
第
二
幼
稚

園
の
三
歳
児
が
、

植
物
を
育
て
る
喜
び
や
大
切
さ

を
学
び
な
が
ら
、
地
球
環
境
へ

の
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
、
参
加
し
て
い
ま
す
。

羽
ば
た
け
就
活
学
生

羽
ば
た
け
就
活
学
生

「
就
活
キ
ャ
ン
パ
ス
in
聖
徳
大
学
」
開
催

今
年
度
よ
り
附
属
取
手
聖
徳

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、
女

子
教
育
で
は
全
国
初
と
な
る
教

育
課
程
特
例
校
に
文
部
科
学
大

臣
か
ら
指
定
さ
れ
、
教
育
課
程

に
「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」
を
取
り

入
れ
、
女
子

の
資
質
と
可

能
性
を
伸
ば

し
、
社
会
に

貢
献
す
る
意

欲
を
持
っ
た
、

美
し
く
し
な

や
か
な
女
性

の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

十
月
二
十

一
日
（
木
）
、

衆
議
院
議
員

と
し
て
国
政

の
第
一
線
で
活
躍
し
、
聖
徳
大

学
名
誉
学
長
を
務
め
る
野
田
聖

子
氏
を
招
き
、「
女
性
キ
ャ
リ
ア
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
講

演
会
を
取
手
聖
徳
女
子
中
高
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

「
今
、
思
う
こ
と
〜
十
代
女
子

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
た
約

一
時
間
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

野
田
名
誉
学
長
は
「
女
性
の
力
を

生
か
す
こ
と
が
、
日
本
の
社
会
の

発
展
に
つ
な
が
る
」
と
熱
く
語
り

ま
し
た
。
女
性
と
し
て
自
己
の

将
来
を
築
く
意
欲
を
生
徒
に
与

え
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

十
月
二
十
二
日（
金
）、
大
学

一
号
館
四
階
メ
デ
ィ
ア
ラ
ウ
ン

ジ
に
て
、「
就
活
キ
ャ
ン
パ
ス
in

聖
徳
大
学
」（
第
三
回
学
内
合
同

企
業
就
職
説
明
会
）を
開
催
し

ま
し
た
。

世
界
的
な
経
済
不
況
が
長
引

く
中
、
今
年
も
昨
年
に
引
き
続

き
就
職
環
境
は
と
て
も
厳
し
い

状
態
で
、
本
学
学
生
に
と
っ
て

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
企
業
と
学
生
の
出
会

い
を
一
つ
で
も
多
く
取
り
持
つ

た
め
に
、
七
月
に
続
い
て
合
同
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
新
卒
採
用
に
意
欲

的
な
企
業
十
六
社
が
ブ
ー
ス

を
開
き
、企
業
就
職
希
望
の
学

部
四
年
生
・
短
大
部
二
年
生
が

参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の
学
生

が
積
極
的
に
話
を
聞
き
、
真
剣

に
メ
モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

二
年
連
続
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
ズ
隊
出
動

「
松
戸
市
減
Ｃ
Ｏ
２
ど
ん
ぐ
り
作
戦
」に
参
加

ゲ

ン

コ

ツ

水に沈んだ「虫に食われていないどんぐり」をポットに植えました

学生の熱気がこもった会場

昨
年
に
続
き
二
年
連
続
、
市

内
の
幼
稚
園
と
し
て
は
、
唯
一

の
参
加
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ど

ん
ぐ
り
作
戦
は
、
五
〇
万
本
植

樹
計
画
の
一
環
で
、
地
域
や
学

校
に
「
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
ズ
隊
」

を
立
ち
上
げ
、
ど
ん
ぐ
り
の
実

を
拾
い
、
ポ
ッ
ト
に
植
え
て
、

大
き
く
な
っ
た
ら
定
植
し
、
大

き
く
育
て
て
樹
木
を
増
や
し
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）を
吸
収

し
よ
う
と
い
う
事
業
で
す
。

■
大
き
く
な
あ
れ
！魔法

の
こ
と
ば

十
月
七
日（
木
）、
園
児
た
ち

が
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
に

到
着
す
る
と
、
松
戸
市
役
所
減

Ｃ
Ｏ
２
担
当
室
、
松
戸
市
造
園

業
協
会
の
方
々
が
、

笑
顔
で
園
児
た
ち

を
迎
え
ま
し
た
。

川
並
知
子
附
属
幼

稚
園
総
園
長
か
ら
、

「
緑
を
た
く
さ
ん
増

や
し
て
皆
さ
ん
の

住
ん
で
い
る
街
や

地
球
を
き
れ
い
に

し
て
、
お
い
し
い
空

気
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、そ
の
後
、

本
郷
谷
健
次
松
戸
市
長
か
ら

「
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
ズ
隊
認
定

証
」
が
、
園
児
の
代
表
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

造
園
業
協
会
の
方
か
ら
よ

い
ど
ん
ぐ
り
の
選
び
方
、
植
付

け
方
の
説
明
を
聞
き
、
全
員
で

ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
猛
暑
の
影
響
で
ど
ん

ぐ
り
の
実
が
例
年
よ
り
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
大
き
く

な
あ
れ
！
大
き
く
な
あ
れ
！
」

と
魔
法
の
こ
と
ば
と
水
を
か

け
て
成
長
を
祈
り
ま
し
た
。

■
園
庭
で
成
長
中

聖
徳
大
学
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
附
属
幼
稚
園
の
園
庭
に

は
、
昨
年
の
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
ズ

隊
が
植
付
け
た
、
ク
ヌ
ギ
、
マ

テ
バ
シ
イ
が
四
十
鉢
あ
り
、
園

児
た
ち
が
水
や
り
や
雑
草
抜
き

な
ど
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
三
月
に
芽
が
出
始
め
ま

し
た
。
木
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、

園
児
た
ち
の
小
さ
な
命
へ
の
優

し
さ
も
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い

ま
す
。

園児に向けて環境の話をする川並総園長

シ
ー
」（C

om
petency：

就
業

に
対
す
る
適
格
性
を
備
え
、
持

続
的
に
就
業
す
る
た
め
に
必

要
な
能
力
＝
仕
事
力
）を
就
業

力
の
源
と
と
ら
え
、
そ
の
能
力

を
育
成
す
る
た
め
の
実
学
的
・

実
践
的
教
育
体
系
を
構
築

し
、
在
学
生
だ
け
で
な
く
卒
業

生
も
対
象
と
し
て
、
学
科
教
員

が
率
先
し
て
支
援
す
る
体
制

を
作
る
と
い
う
も
の
で
す
。
具

体
的
に
は
以
下
の
取
り
組
み
を

中
核
と
し
て
い
ま
す
。

①
社
会
人
講
師
の
招
聘
に
よ

る
実
学
的
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
新
設

②
産
業
界
と
の
連
携
に
よ
る

実
践
的
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
新
設

③
卒
業
生
に
対
し
各
種
就
業

情
報
等
を
提
供
す
る
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
構
築

④
高
等
学
校
と
の
提
携
に
よ

る
高
大
連
携
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
推
進

⑤
教
員
の
コ
ー
チ
ン
グ
技
術

の
習
得
と
学
生
へ
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施

総
合
文
化
学
科
で
は
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
自
ら
の
能
力

と
就
業
す
る
こ
と
の
意
義
を

自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て

生
涯
に
わ
た
り
活
躍
す
る
女

性
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

現在、落葉しながら20センチ位に成長しています

講演をする野田名誉学長

第3回 聖徳大学
地域スポーツ
ふれあい教室

「ランニングの基礎3
―長距離走を楽しもう！！―」

参加者大募集！

平成23年1月10日（月・祝）開催

お申し込み方法については
3ページに掲載

参加者大募集！
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第１1回教職研究科

■新宿区立あいじつ子ども園（認定こども園） 園長：小島　喜代美

●乳幼児の生活の流れと発達や学びの連続性を大切にしている
●隣接する愛日小学校との連携・交流・接続を図っている
●地域行事への参加や施設訪問など、さまざまな人とのかかわりを大切にしている

所在地：東京都新宿区北町17 Tel：03-3266-0189

●教職員数（幼稚園教諭・保育士）25人　●学級数 8 ●園児数 173人

特
色

■台東区ことぶきこども園（認定こども園） 園長：高橋　海有

●就学前の0～5歳児までの一貫した幼児教育、保育を行う認定こども園
●同じ施設内の寿子ども家庭支援センターと連携している
●公設民営

所在地：東京都台東区寿1-10-9 Tel：03-3841-4719

●教職員数（幼稚園教諭・保育士）39人 ●学級数 9 ●園児数 175人

特
色

■浦安市立北部幼稚園 園長：中里　恵美子

●体験学習を中心に、遊びを通して友達とかかわる
●飼育栽培活動（一人一鉢栽培）を行っている
●未就園児保育・預かり保育を行っている

所在地：千葉県浦安市北栄3-20-2 Tel：047-351-3010

●教員数 9人　●学級数 4 ●園児数 119人

特
色

■ 学校法人 武蔵野東学園 武蔵野東第二幼稚園 園長：加藤　篤彦

●自閉症児と健常児との「混合教育」
●自閉症児の社会自立に向けた一貫教育

所在地：東京都武蔵野市関前3-37-10 Tel：0422-53-4367

●教員数 30人　●学級数 14 ●園児数 353人

特
色

景
気
が
回
復
せ
ず
、
列
島
全

体
が
先
の
見
え
な
い
閉
塞
感
に

覆
わ
れ
て
い
る
せ
い
で
し
ょ
う

か
。
人
々
は
何
と
な
く
メ
ラ
ン

コ
リ
ー
な
気
分
に
な
り
、
自
殺

す
る
人
が
毎
年
三
万
人
以
上
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
職
場
で
仕

事
に
強
い
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
人
が
、
六
割
以
上

あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
悩
み
の
相
談
を
看

板
に
掲
げ
る
心
理
教
育
相
談
所

と
し
て
は
、
少
し
で
も
社
会
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
、「
う
つ
」

を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
慶
應
義
塾

大
学
保
健
管
理
セ

ン
タ
ー
の
大
野
裕

教
授
で
、
う
つ
病
治

療
の
第
一
人
者
で

す
。
七
月
十
七
日

（
土
）、
大
学
十
号
館

十
四
階
は
満
杯
と

な
り
ま
し
た
。
大
野
先
生
は
、

「
悩
み
を
活
か
す
生
き
方
」
と
題

し
て
、
ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
、

「
う
つ
」
の
仕
組
み
と
解
決
法
、

う
つ
を
活
か
す
生
き
方
な
ど
に

つ
い
て
、
や
さ
し
い
語
り
口
で

説
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
と
て
も
満
足
」
が
一
番
多
く
、

「
満
足
」
を
合
わ
せ
る
と
八
十

八
％
と
大
好
評
で
し
た
。

こ
れ
で
、
め
で
た
し
、
め
で
た

し
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
講

演
に
先
立
っ
て
、
会
場
の
人
々

に
「
聖
徳
大
学

を
ご
存
じ
で
し

た
か
？
」
と
問
い

か
け
た
と
こ
ろ
、

ほ
ぼ
全
員
の
手

が
挙
が
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、

「
心
理
教
育
相
談

所
は
？
」
と
い

う
問
い
に
は
、

パ
ラ
パ
ラ
と
し
か
手
が
挙
が
り

ま
せ
ん
。
相
談
所
の
知
名
度
の

低
さ
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。
当

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

所
長
の
伝
言
板
（
第
四
回

聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所
）

連携協力校（園）の紹介 Vol.8

前回に引き続き、教職研究科の学生が総合実習の授業において、学校経営や
教育活動を総合的に体験する連携協力園を紹介します。

教職大学院ニュース

心理教育相談所
当
相
談
所
は
、
地
域
の
人
々
に

開
か
れ
た
心
の
相
談
所
で
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
に
か

か
わ
り
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
充
実
し

た
設
備
と
信
頼
で
き
る
優
し
い
ス

タ
ッ
フ
で
お
迎
え
し
ま
す
。

◎
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相談時間 月～金１０：００～１７：００
土 １０：００～１５：００

TEL．０４７－３０８－３８８７

セブンイレブン 

● 

西日暮里→ 

上野→ 

←柏 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

松戸中央公園 

団地 
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こ
の
会
は
、
川
並
知
子
附
属

幼
稚
園
総
園
長
、
第
二
幼
稚

園
・
第
三
幼
稚
園
・
浦
安
幼
稚
園

園
長
、
短
期
大
学
部
保
育
科
教

授
の
「
瑞
宝
小
綬
章
受
章
」（
平

成
二
十
二
年
春
の
叙
勲
）お
よ

び
「
私
立
学
校
審
議
会
委
員
功

労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」、
な

ら
び
に
、
川
並
弘
昭
理
事
長
・
学

園
長
の「
喜
寿
」の
祝
賀
会
と
し

て
催
さ
れ
ま
し
た
。
川
並
理
事

長
・
学
園
長
の
生
誕
は
、
学
園
の

創
立
年
と
同
じ
一
九
三
三
年

（
昭
和
八
年
）で
、
学
園
の
歴
史

と
と
も
に
七
十
七
年
を
歩
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
祝
辞
を
受
け
て
、

川
並
総
園
長
は
「
幼
児
教
育
は
、

樹
木
で
い
う
と
こ
ろ
の
根
の
部

分
に
あ
た
り
、
外
か
ら
見
え
ず

評
価
し
に
く
い
も
の
で
す
が
、

健
康
が
続
く
限
り
努
力
し
続
け

て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
川
並
理
事
長
・
学
園
長

は
「
大
学
一
号
館
の
図
書
館
が

遂
に
完
成
し
、
学
生
が
夜
遅
く

ま
で
利
用
し
て
く
れ
て
い
る
の

を
見
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
少

子
化
で
私
学
は
厳
し
い
時
代
を

迎
え
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も

内
部
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

学
園
と
と
も
に
歩
ん
で
七
十
七
年

「
川
並
弘
昭
先
生
・
知
子
先
生
ご
夫
妻
を
祝
う
会
」開
催

壇上でほほ笑む川並ご夫妻

瑞
宝
中
綬
章

（
法
務
行
政
事
務
功
労
）

所
長

末
永
清
教
授

”う
つ
“の
時
代
と
相
談
所

四十九院
つ る し い ん

静子
短期大学部

総合文化学科教授

■
短
期
大
学
教
育
功
労
者
表
彰

長
年
に
わ
た
り
短
期
大
学
教
育
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
、
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
に
お

い
て
、「
短
期
大
学
教
育
功
労
者
表
彰
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

■『
蕪
村
全
集
』が
文
部
科
学
大
臣
賞
授
賞
著
書
に

編
集
委
員
を
務
め
る
研
究

書
『
蕪
村
全
集
』（
講
談
社
・
全

九
巻
）が
、
財
団
法
人
芭
蕉
翁

顕
彰
会
・
伊
賀
市
共
催
の
平

成
二
十
二
年
度（
第
六
十
四

回
）芭
蕉
祭
俳
諧
俳
文
学
部

門
に
お
い
て
、「
文
部
科
学
大

臣
賞
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

北
陸
・
上
信
越
支
部
パ
ー
テ

ィ
ー
が
九
月
十
九
日（
日
）に
新

潟
駅
前
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
、
小
学
校
・
幼
稚
園
・

保
育
園
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
会
員
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ

新
潟
の
リ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
る

増
子
ゆ
か
り
さ
ん（
昭
和
五
十

七
年
、
短
大
・
英
文
卒
）の
「
テ

レ
ビ
と
の
出
会
い
」
の
ミ
ニ
講

演
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
四
十

代
後
半
で
、
地
元
テ
レ
ビ
局
の

有
名
な
リ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
、

参
加
し
た
方
々
も
卒
業
生
と
知

り
、
驚
い
て
い
ま
し
た
。

十
月
十
日（
日
）に
は
、
仙
台

の
奥
座
敷
の
秋
保
温
泉
「
瑞
鳳
」

で
、
北
海
道
・
東
北
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
輩
の
活
躍
と
大
学
の
発

展
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
鑑
賞
し
、
涙
を

浮
か
べ
る
卒
業
生
も
い
ま
し

た
。
自
己
紹
介
で
は
、
夫
の
転

勤
で
仙
台
に
来
る
こ
と
に
な

り
、
県
立
図
書
館
司
書
と
し

て
四
十
代
で
再
就
職
し
た
加

藤
由
美
子
さ
ん（
昭
和
六
十
年
、

短
大
・
国
文
卒
）、
宮
城
県
の
母

校
短
大
の
評
議
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
馬
場
ゆ
ふ
子
さ

ん（
昭
和
四
十
五
年
、
短
大
専

攻
科（
保
育
専
攻
）修
了
）等
、

皆
さ
ん
聖
徳
卒
業
生
と
し
て

大
活
躍
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

香
和
会
会
長
　
長
江
曜
子

香
和
会

大
学
・
短
大
同
窓
会

聖
徳
の
心
つ
な
が
る
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
全
国
で
元
気
に
開
催
！

北海道・東北支部パーティーにて

講演会「悩みを活かす生き方」の様子

高橋 博子
短期大学部
保育科教授

中野 沙惠
人文学部日本文化学科教授
大学川並記念図書館館長

■
私
立
学
校
審
議
会
委
員
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰

長
年
に
わ
た
り
私
学
の
振

興
と
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
、
全
国
私
立
学
校
審
議

会
連
合
会
創
立
六
十
周
年
記

念
式
典
に
お
い
て
、「
私
立

学
校
審
議
会
委
員
功
労
者
文

部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

川並 知子
附属幼稚園総園長、附属第二幼稚園・
附属第三幼稚園・附属浦安幼稚園園長

短期大学部保育科教授

■
平
成
二
十
二
年
秋
の
叙
勲
受
章
者

「
平
成
二
十
二
年
秋
の
叙

勲
受
章
者
」
が
発
表
さ
れ
、

本
学
よ
り
末
永
清
教
授
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

末永 清
人文学部心理学科教授
心理教育相談所所長

■
栄
養
改
善
関
係
功
労
者
知
事
表
彰

多
年
に
わ
た
り
栄
養
士
の

養
成
に
貢
献
を
さ
れ
、
平
成

二
十
二
年
度
千
葉
県
栄
養
改

善
大
会
に
お
い
て
、「
栄
養
改

善
関
係
功
労
者
知
事
表
彰
」

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

関澤 文
人間栄養学部

人間栄養学科准教授

秋
は
、
香
和
会
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
の
季
節
で
す
。
全
国
七
支
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

九
月
十
九
日（
日
）に
新
潟
、
十
月
十
日（
日
）に
仙
台
、
十
一
月
十
三
日（
土
）に

沖
縄
、
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）に
聖
徳
大
学
、
十
二
月
四
日
（
土
）に
京
都
、
十

二
月
十
二
日（
日
）に
大
宮
と
、
六
ヵ
所
で
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）に
南
関
東
支
部
と
甲
州
・
中
部
・
東
海
支
部
の
合
同
開

催
と
い
う
試
み
で
、
大
学
一
号
館
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
に
て
に
ぎ
や
か
に
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
す
で
に
開
催
さ
れ
た
二
支
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

日
の
二
百
二
十
九
名
の
参
加

者
に
は
し
っ
か
り
記
憶
さ
れ

た
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
も

何
か
と
広
報
に
努
め
な
け
れ

ば
、
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。

「
川
並
弘
昭
先
生
・
知
子
先
生
ご
夫
妻
を
祝
う
会
〜
川
並
知
子
先
生

叙
勲
・
川
並
弘
昭
先
生
喜
寿
記
念
〜
」
が
、
十
月
三
十
日
（
土
）、
グ
ラ

ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
・
国
際
館
パ
ミ
ー
ル
に
お
い
て
、
五
百

人
を
超
え
る
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

かいゆう
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十
月
十
五
日（
金
）、
二
十
二

日（
金
）の
両
日
、
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部〝
食
〞に
関
す
る
講
演

会
「
千
葉
県
の
郷
土
料
理
を
学

ぶ
―
太
巻
き
祝
い
ず
し
を
中
心

に
―
」（
社
団
法
人
日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
共
催
）を
、

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献

セ
ン
タ
ー（
大
学
十
号
館
）に
お

い
て
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

千
葉
県
伝
統
郷
土
料
理
研
究
会

主
幹
の
龍
崎
英
子
先
生
で
す
。

一
回
目
は
、
代
表
的
な
伝
統

郷
土
料
理
で
あ
る
「
太
巻
き
祝

い
ず
し
」
が
、
房
総
の
農
家
で

冠
婚
葬
祭
や
節
供
等
の
大
切
な

行
事
に
は
欠
か
せ
な
い
料
理
と

し
て
、
各
家
庭
に
継
承
さ
れ
て

き
た
地
理
的
歴
史
的
背
景
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

二
回
目
は
、
キ
ッ
チ
ン
ス
タ

ジ
オ
で
実
習
を
し
ま
し
た
。
太

巻
き
祝
い
ず
し
は
、
普
通
の
巻

き
ず
し
と
は
異
な
り
、
切
り
口

に
文
字
や
絵
が
出
て
く
る
の
が

特
徴
で
す
。
受
講
生
は
講
師
の

千
葉
の
郷
土
料
理
学
ぶ

材料：（１人分）

［１］ボールに強力粉・ドライトースト・砂糖を入れ、仕込み水
をイーストを目がけて一気に加え、木ベラで混ぜる。

［２］ほぼまとまってきたら、台に移し、手でこねる。
［３］表面がなめらかになったら、生地を丸めて、綴じ目を下にして、ボールに

入れ、ラップをかけ、40℃程のお湯で20分位発酵させる
（生地が1.5倍になれば発酵完了）。

［４］発酵した生地の上から薄力粉をふるい入れ、ベーキングパウダー・塩を
加え、水を入れ、木ベラでさらに混ぜる。

［５］全体がほぼ混ざったら、台に取り出し、均一に手でこねる。
［６］ラードを加え、全体になじんだら、一個ずつ成形する。
［７］40℃10分位で生地を1.5倍位に発酵させ、蒸器で強火10分蒸す。

作ってみ
よう！ 包（パオ）

①
灼
熱
の
芝
で
開
会
宣
言

「
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
す

る
初
心
者
か
ら
市
民
大
会
参
加

を
目
指
す
ラ
ン
ナ
ー
ま
で
、
家

に
帰
っ
て
も
使
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
を
伝
授
し
ま
す
」
と
百

瀬
先
生
、「
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
あ

り
ま
す
が
、
と
に
か
く
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

高
橋
さ
ん
。
開
会
式
で
は
、
お

な
じ
み
の
二
人
の
気
合
の
こ
も
っ

た
大
き
な
声
が
響
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
高
橋
さ
ん
を
モ
デ
ル

と
し
て
、
長
距
離
を
走
る
際
に

用
い
る
身
体
部
位
を
中
心
と
し

た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
確
認
し
ま
し

た
。
ス
ト
レ

ッ
チ
は
走
る

前
に
も
重
要

で
す
が
、
初

心
者
の
場
合

ラ
ン
ニ
ン
グ

中
に
疲
れ
た

際
に
も
行
う

の
が
効
果
的

だ
そ
う
で
す

②
フ
ォ
ー
ム
を
学
ぶ

次
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム

を
チ
ェ
ッ
ク
。つ
ま
先
・
か
か
と
・

ひ
ざ
の
振
り
あ
げ
歩
き
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
、
背
筋
を
ま
っ
す

ぐ
、
腕
を
振
り
、
足
裏
真
下
に
体

の
重
心
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た
。
重
心
を
い
か
に
ス
ム
ー

ズ
に
前
方
へ
移
動
さ
せ
る
か
を

意
識
す
る
こ
と
が
初
心
者
の
こ

ろ
か
ら
重
要
に
な
り
ま
す
。

③
ペ
ー
ス
を
学
ぶ

い
よ
い
よ
、
メ
イ
ン
の
ペ
ー
ス

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。
１
０
０
ｍ
を

気
持
ち
よ
く
走
れ
る（
走
り
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
）ペ
ー
ス
を
計

測
し
、
換
算
表
に
記
入
し
、
長
距

離
で
の
タ
イ
ム
を
算
出
し
ま
す
。

こ
れ
が
、
日
ご
ろ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
ペ
ー
ス
の
目
標
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
１
０
０
ｍ
の
ペ
ー
ス
を

元
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
二
十
周

（
２０
分
間
走
）す
る
ペ
ー
ス
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
挑
戦
。
私
は
、
１
０
０
ｍ

を
早
く
走
り
過
ぎ
た
せ
い
か
、

換
算
表
で
算
出
し
た
タ
イ
ム
で

完
走
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自

分
の
身
体
能
力
を
把
握
す
る
の

は
案
外
難
し
い
も
の
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。

④
大
量
の
汗
と
心
地
よ
い
風

最
後
は
、
四
人
で
の
長
距
離

リ
レ
ー
。
普
段
、
歩
く
こ
と
す
ら

機
械
に
頼
る
こ
と
が
多
い
中
で
、

「
走
る
」
と
い
う
実
感
を
呼
び
起

こ
さ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
大

量
の
汗
を
か
き
、
当
た
る
風
が

と
て
も
心
地
よ
く
、
心
の
ス
ト

レ
ッ
チ
も
で
き
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

大杉が行く！No.6
新米
広報

シリーズ

九
月
十
八
日（
土
）、「
第
二
回
聖
徳
大
学
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室（【
後
援
】松
戸
市
教
育
委

員
会
、
松
戸
商
工
会
議
所
／【
協
賛
企
業
】㈱
Ｊ
Ｃ
Ｎ
コ
ア
ラ

飾
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

利
根
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
、
山
崎
製
パ
ン
㈱
）が
、
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
今
年
三
月
に
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回

は
一
般
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
対
象
。
指
導
は
、
前
回
同
様
、
大
学
院
教
職
研
究
科
・
百
瀬
定
雄
准
教
授

（
ト
リ
ノ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
リ
ュ
ー
ジ
ュ
競
技
監
督
）、
人
間
栄
養
学
科
二
年
在
籍
の

高
橋
千
恵
美
さ
ん（
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
女
子
一
万
メ
ー
ト
ル
代
表
）、
聖
徳
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

同
好
会
、
体
育
研
究
室
が
務
め
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
今
回
も
大
杉
が
体
験
し
ま
し
た
。

第
2
回
聖
徳
大
学
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
基
礎
2
―

長
距
離
走
を
楽
し
も
う
！！
―
」

・強力粉：30g、ドライイースト：1g、
砂糖：4.5g、仕込み水（42～43℃）：
19～20cc
・小麦粉（薄力粉）：20g、ベーキング
パウダー：1.3g、塩：0.4g、仕込み水
（42～43℃）：10～11cc
・ラード：3g

作り方

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

咲
か
せ
よ
う
な
で
し
こ
の
華

第46回

聖
徳
祭

十
一
月
六
日（
土
）・
七
日（
日
）

に
第
四
十
六
回
聖
徳
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
栄
養
士
の
た
ま

ご
た
ち
に
よ
る
数
量
限
定
ラ
ン

チ
や
ケ
ー
キ
販
売
な
ど
の
学
生

企
画
、
普
段
の
授
業
で
の
研
究

成
果
や
海
外
研
修
レ
ポ
ー
ト
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、ク
ラ
ブ
・

同
好
会
の
部
員
が
一
丸
と
な
っ

て
作
り
あ
げ
た
野
外
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
、
今
年
度
の
テ
ー
マ

「
咲
か
せ
よ
う
　
な
で
し
こ
の

華
」
の
通
り
、
両
日
と
も
に
松

戸
キ
ャ
ン
パ
ス
は
華
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
戸
駅
前
商
店
街
と

協
力
し
て
地
元
特
産
品
を
販
売

し
た
「
出
張
商
店
街
（N

E
T
-

W
O
RK

）」
を
は
じ
め
、
卒
業
生

を
招
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
「H

appy
H
om
ecom

ing

」、
園
児
が
挑
戦

し
た
「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
な
ど

も
大
好
評
で
し
た
。

テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ
た
「
女

子
大
な
ら
で
は
の
華
や
か
な
聖

徳
祭
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い

を
反
映
し
、
例
年
以
上
に
多
く

の
来
場
者
を
集
め
ま
し
た
。

人
間
栄
養
学
部
人
間
栄
養
学

科
の
学
生
が
出
店
す
る
レ
ス
ト

ラ
ン
「
キ
ッ
チ
ン
ソ
ル
ト
」
で
は
、

栄
養
士
の
た
ま
ご
た
ち
が
作
っ

た
限
定
ラ
ン
チ
が
、
今
年
も
登

場
し
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
は
、「
秋

の
味
覚
満
喫
御
膳
」「
秋
の
に
ぎ

わ
い
御
膳
」「
秋
の
ほ
か
ほ
か
煮

込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
・
ラ
ン
チ
」

「
パ
オ
定
食
」「
星
の
王
子
様
プ

レ
ー
ト
」
が
あ
り
、
ど
れ
も
大
好

評
で
し
た
。
今
回
は
そ
れ
ら
の

中
か
ら
、
パ
オ
定
食
の
「
包（
パ

オ
）」の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
や
ト
ン
ポ
ウ

ロ
ウ（
豚
肉
の
角
煮
）を
は
さ
ん
で

食
べ
る
な
ど
、
食
が
楽
し
く
な

る
一
品
で
す
。

熱
心
な
指
導
の
も
と
に
、「
巻
き

す
」
を
す
り
合
わ
せ
て
作
る
基

本
的
な
「
桃
の
花
」
等
の
文
様

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
受
講
者
か

ら
は
、
で
き
あ
が
っ
た
花
び
ら

の
ぼ
か
し
の
美
し
さ
を
見
て
、

「
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

桃の花の文様の太巻き祝いずし

①
灼
熱
の
芝
で
開
会
宣
言

指導する百瀬准教授（右）と高橋さん（左）

②
フ
ォ
ー
ム
を
学
ぶ

③
ペ
ー
ス
を
学
ぶ

④
い
ざ
、
出
走

100mのタイムを換算表に記入します

職員の意地で無事完走した筆者（左より３人目）

・日時 平成23年1月10日（月・祝） 午後1時～3時
・会場 聖徳大学附属女子中学校・高等学校グラウンド（松戸市秋山600、駐車場有り）

［雨天時は、聖徳大学附属小学校体育館で実施］
・実施内容 ①準備運動・ストレッチングの重要性②正しいランニングフォーム

③さまざまなペースランニング　等
・対象 一般市民ランナー（初心者）
・募集人数 50名 ・参加費1,000円
・申し込み方法 メールあるいは往復はがきに「聖徳大学　地域スポーツふれあい

教室　参加希望」と明記し、①氏名、②年齢、③住所、④電話番号、
⑤E-mailアドレス、⑥緊急連絡先（ご家族の方のお名前及び
電話番号）をご記入の上、下記までお申し込み下さい。

・申し込み／お問い合わせ先
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550 聖徳大学体育研究室

「聖徳大学　地域スポーツふれあい教室」係
Eメール：taiiku@seitoku.ac.jp
電話：047-365-1111（大代）

参
加
者
大
募
集
！

な
お
、
聖
徳
大
学
オ
ー
プ

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）で

は
、
龍
崎
先
生
が
講
師
を
務
め

る
一
般
の
方
を
対
象
に
し
た

「
楽
し
く
作
る
太
巻
き
祭
り
ず

し
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
関

心
の
あ
る
方
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
課

〇
四
七
―

三
六
五
―

三
六
〇
一

（
直
通
）

おなじみのアーチがお出迎え

学生と職員がバレーボール「SEITOKU CUP」で真剣勝負

研究成果を掲示したパネル

人
間
栄
養
学
部
の
学
生
が
調

理
し
た
限
定
ラ
ン
チ
を
販
売売り切れの文字が躍るメニューボード

第
3
回
聖
徳
大
学
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
教
室

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
基
礎
3
―

長
距
離
走
を
楽
し
も
う
！！
―
」

・指導スタッフ

百瀬 定雄（聖徳大学大学院教職研究科准教授）
トリノ・バンクーバーオリンピック リュージュ日本代表監督

高橋 千恵美（聖徳大学人文学部人間栄養学科在学中）
シドニーオリンピック 陸上女子1万メートル日本代表

聖徳アスレチック同好会

参
加
者
大
募
集
！

申込締切：12月25日（土）

、。
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聖
徳
大
学
学
長
　
川
並
弘
昭
先
生

拝
啓秋

冷
の
候
、
学
長
先
生
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
た
だ
今
留
学
中
の
外
国
語

学
科
二
年
、
松
田
み
ゆ
き
と
申
し

ま
す
。

九
月
十
八
日
に
成
田
を
た
ち
ま

し
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
に
留
学
し
て
約
一

ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ
慣
れ

な
い
こ
と
が
多
く
、
起
き
て
か
ら

寝
る
ま
で
全
て
が
英
語
の
生
活
に

戸
惑
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
う
ち
に

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
が
楽
し
く
有

意
義
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

授
業
は
日
本
と
は
異
な
り
、
一

つ
の
授
業
時
間
が
長
く
、
宿
題
が

た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
す
。
授
業
内

で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
多
く
、
自
分

の
言
い
た
い
こ
と
が
上
手
く
伝
わ

ら
ず
苦
労
し
ま
す
が
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
留
学
生
活
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
日
本
に
帰
る
ま
で

に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し
、

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う

し
て
私
が
留
学
で
き
る
の
も
学
長

先
生
を
は
じ
め
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
聖
徳
学
園
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
書
面
を
も
ち
ま
し
て
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

平
成
二
十
二
年
十
月

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
　
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
て

人
文
学
部
　
外
国
語
学
科
二
年
　

松
田
み
ゆ
き

本
学
の
協
定
校
で
あ
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
留

学
中
の
松
田
み
ゆ
き
さ
ん
、
ハ
ワ
イ
大
学
カ
ピ
オ
ラ
ニ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
中
の
村
松
さ
つ
き
さ
ん

か
ら
、
近
況
を
知
ら
せ
る
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

児
童
学
部
で
は
、
三
年
次
に
海
外
研
修
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問

し
ま
す
。
今
年
の
十
月
四
日
（
月
）
か
ら
十
月
十
三
日
（
水
）に
実
施
さ

れ
た
研
修
に
参
加
し
た
勝
見
愛
湖
さ
ん
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

松田さんお気に入りの一枚「PSUの風景」

聖
徳
大
学
学
長
　
川
並
弘
昭
先
生

拝
啓カ

ピ
オ
ラ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
に
今
夏
か
ら
留
学
中
の

外
国
語
学
科
二
年
、
村
松
さ
つ
き

と
申
し
ま
す
。

こ
ち
ら
は
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
過
ご
し
や
す
い
日
々

で
す
。
学
長
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

八
月
十
四
日
に
成
田
を
た
ち
、
期

待
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
ハ
ワ
イ

州
ホ
ノ
ル
ル
に
到
着
い
た
し
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
一
ヵ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
日
々
新
た
な
経
験
を
し
な
が

ら
、
日
々
充
実
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
授
業
の
形
式
は
今
ま

で
経
験
し
て
き
た
も
の
と
は
大
き

く
違
い
戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
経
験

が
で
き
て
い
る
こ
と
を
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
喜
び
を
糧
に
よ
り
一
層
勉
学
に

励
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

生
活
面
に
お
い
て
は
、
独
自
の
文

化
を
体
験
し
つ
つ
親
切
な
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
方
々
と
の
交
流
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
長

先
生
を
は
じ
め
私
を
支
え
て
下
さ

っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
た
ち
の

お
陰
で
現
在
留
学
で
き
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
一
生
懸
命
意
義
の

あ
る
留
学
に
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

学
長
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
風
邪
な
ど
召

さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
お
過
ご
し
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し

て
、
お
礼
と
留
学
報
告
を
申
し
上

げ
ま
す
。

敬
具

平
成
二
十
二
年
九
月

人
文
学
部
　
外
国
語
学
科
二
年

村
松
さ
つ
き

村松さんお気に入りの一枚「大学にかかる虹」

十
月
二
日（
土
）、
三
日（
日
）

の
二
日
間
、
第
三
十
七
回
松
戸

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
聖
徳
大

学
生
涯
学
習
研
究
所
が
参
加

し
、
人
文
学
部
生
涯
教
育
文
化

学
科
の
学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
研
究
所
は
、
地
元

松
戸
の
地
域
振
興
へ
の
参
画

と
、
学
生
と
地
域
住
民
と
の
交

流
に
つ
い
て
の
研
究
に
焦
点

を
当
て
て
、
平
成
十
七
年
度
か

ら
運
営
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
運

営
補
助
や
音
楽
ス
テ
ー
ジ
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
大
学
十
号
館

（
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢

献
セ
ン
タ
ー
）の
二
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
利
用
し
た
事
業
を
企

画
・
実
施
し
ま
し
た
。

大
学
十
号
館
で
は
、
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」
を

実
施
し
、
両
日
で
三
百
名
以
上

が
来
場
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

学
生
が
パ
ウ
チ
カ
ー
ド
の
し
お

り
作
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
秋
を

テ
ー
マ
に
し
た
折
り
紙
体
験
、

さ
か
な
つ
り
ゲ
ー
ム
な
ど
の
運

営
を
行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
独
自
の
通
貨
を

媒
介
に
お
も
ち
ゃ
を
交
換
す
る

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
か
え

っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」
も
実
施
し
、

保
護
者
か
ら
は
、
定
期
的
に
開

催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

伊
勢
丹
通
り
を
会
場
に
し
た

「
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ー
」
で
も
、

学
生
が
遊
具
の
運
営
や
誘
導
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ー
の
学
生

ス
タ
ッ
フ
・
前
田
夕
佳
さ
ん

（
一
年
）は
、「
子
ど
も
の
目
線

を
考
慮
し
て
、
配
置
を
工
夫
し

た
」、
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
の

学
生
ス
タ
ッ
フ
・
谷
由
美
子
さ

ん（
三
年
）は
、「
お
も
ち
ゃ
を

交
換
し
て
喜
ぶ
子
ど
も
の
顔
を

見
る
の
が
う
れ
し
い
」、
柄
澤
一

恵
さ
ん（
三
年
）は
、「
大
変
だ
っ

た
と
い
う
よ
り
も
、
多
く
の
方

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
た
の

が
よ
か
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が

強
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想

を
語
り
ま
し
た
。

生
涯
教
育
文
化
学
科
の
学
生
が

「
松
戸
ま
つ
り
」
で
活
躍

私
た
ち
の
感
動
は
、
飛
行
機

の
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

離
陸
と
同
時
に
海
外
研
修
へ
の

期
待
で
胸
が
高
鳴
り
ま
し
た
。

着
陸
の
た
め
に
高
度
が
低
く
な

り
、
ド
イ
ツ
の
街
並
み
が
見
え

始
め
た
こ
ろ
、「
わ
ー
、
き
れ
い
」

「
か
わ
い
い
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
り
、
現
地
に
到
着
し
て
か
ら

の
移
動
中
の
バ
ス
内
で
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

建
造
物
と
街
並
み
に
た
だ
感
動

す
る
ば
か
り
で
し
た
。

幼
稚
園
教
員
養
成
コ
ー
ス

は
、
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
三
か
国
を
旅
し
ま
す
。

海
外
研
修
で
は
、
幼
稚
園
の
創

設
者
で
あ
る
フ
レ
ー
ベ
ル
の
博

物
館
な
ど
幼
児
教
育
に
関
係
す

る
各
所
を
は
じ
め
、
音
楽
家
バ

ッ
ハ
の
生
家
、
世
界
遺
産
の
古

都
で
あ
る
チ
ェ
ス
キ
ー
ク
ル
ム

ロ
フ
な
ど
、
各
国
の
歴
史
的
な
場

所
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
幼

稚
園
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
園
舎
の
形
や
、

遊
具
、
園
内
の
雰
囲
気
な
ど
、

日
本
と
は
違
う
と
感
じ
る
も
の

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
言
葉
で
の
ふ
れ

あ
い
が
な
か
な
か
で
き
ず
、
ボ

デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
が
、
実
際
に
子
ど
も

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
追
い
か
け
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
喜
ん
で
逃
げ
て
い
き
、

い
つ
の
間
に
か
追
い
か
け
っ
こ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も

と
か
か
わ
る
の
に
言
葉
は

い
ら
な
い
」「
国
が
違
っ
て

も
子
ど
も
の
心
は
共
通
し

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
感

じ
た
瞬
間
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
幼
児
教

育
を
見
学
し
た
り
、
文
化
や

歴
史
を
感
じ
て
、
日
本
と
比

較
し
た
り
、
現
地
の
方
々
と

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
…

こ
れ
ら
は
日
本
に
い
て
は

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
海
外
研

修
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
日

本
以
外
の
教
育
や
歴
史
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
、
視
野
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
の

経
験
を
幼
児
教
育
だ
け
で
な

く
、
生
活
の
中
や
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
生
か
し
て
い
け
る
よ

う
、
私
自
身
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
海
外
研
修
リ
ポ
ー
ト

国
が
違
っ
て
も

子
ど
も
の
心
は
共
通

ウィーンのシェーンブルン宮殿にて（前列、左より5人目が勝見さん）

■
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト

■
地
域
交
流
で
成
長
す
る
学
生
た
ち

「つくってあそぼう」で子どもに折り紙を教える学生スタッフ

「キッズスクエアー」ではっぴを着て遊具の運営にあたる学生スタッフ

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学

校
の
同
窓
会
で
あ
る
「
爽
和
会
」

は
、
十
月
十
日（
日
）、
附
属
中

高
の
第
二
十
八
回
聖
徳
祭
に
お

い
て
、
毎
年
恒
例
の
「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＆
押
し
花
体

験
講
座
」
と
「
守
れ
！
動
物
展

の
展
示
」
を
行
い
ま
し
た
。
生

徒
を
含
め
、
ど
ち
ら
も
多
く
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

体
験
講
座
で
は
、「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
来
年
は
、
こ
こ
の

生
徒
と
し
て
も
う
一
回
来
た

い
」
と
い
う
受
験
生
の
声
や
、

「
と
て
も
楽
し
く
参
加
で
き
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
声
が
多
く
あ
り
、

大
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
動
物
展
で
は
、
十
期

生
の
神
田
麻
美
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
、
動
物
た
ち
の
命
の
尊

さ
を
テ
ー
マ
に
展
示
発
表
を
し

ま
し
た
。
こ
の
展
示
を
通
し
て
、

毎
日
罪
の
な
い
動
物
た
ち
が
殺

さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
、

た
く
さ
ん
の
方
に
伝
え
ま
し
た
。

爽
和
会
の
活
動
は
、
ま
だ
ま

だ
活
性
化
さ
れ
て
い
な
い
面
も

あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
活
動
を

積
み
重
ね
て
き
て
お
り
、
今
後
、

大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

爽
和
会

附
属
中
高
同
窓
会

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＆
押
し

花
」
体
験
講
座
＆
「
守
れ
！
動
物
展
」

体験講座で思い思いの作品をつくる来場者たち

動物の写真が並ぶ「守れ！動物展」の展示

児
童
学
科
幼
稚
園
教
員
養
成
コ
ー
ス
三
年

勝
見
愛
湖

ア
メ
リ
カ
留
学
中
の

学
生
か
ら
の
手
紙

ア
メ
リ
カ
留
学
中
の

学
生
か
ら
の
手
紙
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

十
月
三
十
日（
土
）に
く
ま
が

や
ド
ー
ム（
バ
ト
ン
）、
十
一
月

十
三
日（
土
）に
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ（
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
）に
て
、「
第
四
十
五
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
東
大
会
」

が
行
わ
れ
、附
属
女
子
高
等
学

校
は
、高
校
部
門
に
お
い
て
両

部
共
に
金
賞
を
受
賞
し
、全
国

大
会
出
場
の
切
符
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
演
技
タ
イ
ト

ル
は
、「
ラ
イ
ヴ
フ
ォ
ー
…
フ
ロ

ム
ア
バ
タ
ー
」（
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
）、「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ダ
ン
ス
」

（
バ
ト
ン
部
）で
す
。当
日
は
、大

勢
の
観
客
の
中
、生
徒
た
ち
は

日
ご
ろ
の
努
力
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、会
場
は
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。バ
ト
ン
部

は
、も
の
悲
し
げ
な
オ
ー
ボ
エ

の
旋
律
に
乗
り
、美
し

く
舞
い
、マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
部
は
、
映
画

「
ア
バ
タ
ー
」の
世
界

を
迫
力
あ
る
演
奏
で
、

自
然
と
の
共
存
、異
文

化
と
の
共
存
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
、

力
強
い
演
技
を
披
露

し
ま
し
た
。

現
在
は
、全
国
大
会

に
向
け
て
、さ
ら
な
る

演
技
の
充
実
を
目
指

し
、日
々
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。今
後

も
内
外
に
お
い
て
、

「
聖
徳
の
女
子
パ
ワ
ー
」を
存

分
に
発
揮
し
、ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
と
部
員
一
同
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、生
徒
た
ち
の
努
力

の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

第
二
十
八
回
の
附
属
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
の
聖
徳
祭
が
、

十
月
九
日（
土
）・
十
日（
日
）に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。四
月
の
校
名
変

更
で「
女
子
」と
い
う
言
葉
が
加

わ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
何
か
女
子

校
を
、そ
し
て
、『
女
子
だ
け
の
集

団
で
も
こ
れ
だ
け
で
き
る
』と
い

う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と

考
え
た
結
果
、今
年
度
の
聖
徳
祭

は
、「
無
限
大
〜
未
来
に
向
け
て

の
可
能
性
の
追
求
〜
」を
テ
ー
マ

と
し
ま
し
た
。

聖
徳
祭
の
経
験
を
大
き
な
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、未
来
の
可
能
性

を
見
出
し
て
、さ
ら
な
る
飛
躍
が

で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

込
め
て
、各
団
体
が
発
表
に
取
り

組
み
ま
し
た
。昨
年
の
聖
徳
祭

は
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
、さ
ら
に
、準
備
期
間
に
台
風

に
襲
わ
れ
る
な
ど
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
続
い
た
た
め
、今

年
度
は
そ
の
反
省
の
も

と
に
、各
団
体
が
夏
休

み
を
有
効
に
使
っ
て
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
。

来
場
者
を
最
初
に
迎
え

る
校
門
の
ア
ー
チ
は
、

高
校
二
年
生
が
無
限
大

の
記
号
を
散
り
ば
め
、

「
秋
」を
モ
チ
ー
フ
に
作

成
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、中
学
生
は
英
語
劇

コ
ン
テ
ス
ト
、高
校
生

は
校
内
公
開
を
行
い
ま

し
た
。二
日
目
の
一
般
公
開
は
朝

か
ら
雨
の
た
め
、予
定
よ
り
入
場

時
間
を
繰
り
上
げ
、開
催
し
ま
し

た
が
、そ
の
雨
も
す
ぐ
に
や
み
、

き
れ
い
な
青
空
に
な
り
、昨
年
度

と
比
較
を
す
る
と
約
五
百
名
増

の
来
校
が
あ
り
、二
日
間
の
総
入

場
者
数
は
、三
千
四
百
七
名
を
数

え
ま
し
た
。

熱演するバトン部の生徒たち

多くの来場者でにぎわう管弦楽部の発表会場

十
月
三
日（
日
）、聖
徳
学
園

三
田
幼
稚
園
と
の
合
同
運
動
会

が
東
京
都
港
区
の
芝
公
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、専
門
学

校
か
ら
Ⅰ
部
一
年
生
と
Ⅱ
部
一

年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。予
報

で
は
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、園
児
・
学
生
の
願
い
が
通
じ
、

心
地
よ
い
秋
晴
れ
の
中
で
運
動

会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

専
門
学
校
の
学
生
は
競
技
と

運
営
・
進
行
係
の
両
方
に
参
加

を
し
ま
す
。競
技
で
は
、ワ
ン
ズ

を
使
っ
た
マ
ス
ゲ
ー
ム
・
園
児
と

の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
綱
引
き

に
参
加
し
ま
し
た
。本
番
で
は
、

笑
顔
で
園
児
に
声
を
か
け
な
が

ら
楽
し
く
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
り
、真
剣
勝
負
で
綱
引

き
に
挑
ん
だ
り
と
、運
動
会
を

楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
、

園
児
と
と
も
に
楽
し
く
日
ご
ろ

の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、学
生
は
準
備
、各
役
員
、

最
後
の
片
付
け
ま
で
の
運

営
・
進
行
も
実
際
に
経
験

し
ま
し
た
。競
技
進
行
の

方
法
、会
場
の
見
回
り
や
、

園
児
と
の
か
か
わ
り
合
い

な
ど
を
、園
児
・
教
師
の
姿

を
直
接
見
な
が
ら
、運
動

会
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
て
い
る
か
を
学
び
ま
し

た
。学
生
か
ら
は
、長
い
一

日
を
終
え
、「
疲
れ
た
ぁ
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
が
、笑
顔
で
運
動
会
の

話
を
し
て
い
る
姿
が
、充

実
し
た
一
日
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
し

た
。Ⅰ

部
生
は
二
年
後
、Ⅱ

部
生
は
三
年
後
に
は
、保

育
現
場
で
先
生
と
し
て
運
営
進

行
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の

時
に
、こ
の
日
の
経
験
が
生
か
さ

れ
ま
す
。

十
一
月
三
日（
水
・
祝
）、聖

徳
学
園
三
田
幼
稚
園
と
合
同

の「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ
、元
気
な
園
児
や

笑
顔
の
学
生
、卒
園
児
、卒
業
生
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

教
室
を
園
児
た
ち
の
遊
び
空
間

に
変
え
た「
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、紙
粘
土
で
手
作
り
お
菓

子
を
作
っ
た
り
、工
夫
が
凝
ら

さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
を
楽

し
ん
だ
り
す
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。ま
た
、

人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の

発
表
で
は
、児
童
文

化
の
授
業
で
学
ん

だ
成
果
を
大
い
に

発
揮
し
ま
し
た
。こ

こ
で
は
、「
園
児
た
ち

を
前
に
し
て
の
実

際
の
演
じ
方
に
は

臨
機
応
変
の
工
夫

が
必
要
」と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、手
作
り

お
も
ち
ゃ
や
紙
遊

び
の
作
品
、
四
季

折
々
の
ア
イ
デ
ア

が
施
さ
れ
た
作
品
は
、園
児
た

ち
の
夢
を
育
む
よ
う
な
力
作
ば

か
り
で
し
た
。授
業
で
取
り
組

ん
で
き
た
展
示
作
品
だ
け
で
な

く
、階
段
や
廊
下
の
壁
面
装
飾

や
学
生
手
作
り
の
ポ

ス
タ
ー
は
、オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

る
方
や
未
就
園
児
の

保
護
者
の
方
々
に
も

好
評
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を

通
し
て
着
々
と
準
備
を

進
め
、前
日
は
園
児
た

ち
の
喜
ぶ
姿
を
想
像
し

な
が
ら
、夜
遅
く
ま
で

校
舎
の
飾
り
つ
け
な
ど

を
各
ク
ラ
ス
で
分
担

し
、学
生
全
員
が
協
力

し
て
行
い
ま
し
た
。当

日
は
、園
児
た
ち
の
楽

し
む
姿
を
見
て
、学
生

た
ち
も
自
然
と
笑
顔
が

溢
れ
る
と
い
う
大
変
よ

い
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。専
門
学

校
の
学
生
た
ち
は
、授

業
だ
け
で
な
く
、実
際
の
行
事

を
通
し
て
園
児
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
み
、一
緒
に
成
長
し
、実
力

の
あ
る
す
て
き
な
保
育
者
に
育

っ
て
い
き
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

保
育
現
場
に
立
つ
日
に

生
か
さ
れ
る
経
験
を

三
田
幼
稚
園
・
専
門
学
校
合
同
運
動
会

全
国
大
会
へ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」で

学
生
、
園
児
の
笑
顔
満
開

日
ご
ろ
の
学
び
を
実
践
の
場
で
発
揮

園児や保護者の方の声援を背に奮闘する学生たち

抜群のチームワークで人形劇の客席を魅了する学生たち

関
東
大
会
で
金
賞
受
賞

第
二
十
八
回
聖
徳
祭

女
子
高
の
ア
ピ
ー
ル
を

テ
ー
マ
に
こ
め
て

映画の世界観を表現するマーチングバンド部の生徒たち

四季折々のアイデアが施された作品作品の工夫点を解説した掲示

附
属
校
の

実
力
発
見
！
①

附
属
校
の

実
力
発
見
！
①

英
検
準
一
級

取
得
者
3
名

附
属
女
子
中
高

高
校
三
年
の
阿
部
桃
子
さ
ん

が
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
９
１
５
の
ス

コ
ア
を
マ
ー
ク
し
た
の
を
筆
頭

に
、
英
検
準
一
級
取
得
者
が
阿

部
さ
ん
を
含
め
三
名
い
ま
す
。

英
語
検
定
は
今
や
大
学
受
験
の

出
願
要
件
に
も
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
附
属
女
子
中
高
で
は
、

高
校
卒
業
時
に
準
二
級
取
得
を

目
標
に
掲
げ
、
生
徒
た
ち
は
合

格
を
目
指
し
、
日
々
英
語
力
の

向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

第
一
回
実
用
英
語
技
能
検
定

（
平
成
二
十
二
年
七
月
実
施
）

●

２
級
合
格
者

５
う
ち
高
校
２
年
３
名

（

）

高
校
３
年
２
名

名
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取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

音
楽
科
・
音
楽
コ
ー
ス

第
二
十
三
回
定
期
演
奏
会

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

十
月
十
七
日（
日
）、「
つ
み
あ

げ
よ
う
　
ひ
ろ
げ
よ
う
　
ぼ
く

た
ち
・
わ
た
く
し
た
ち
の
校
風

と
伝
統
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

全
校
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
開
校
二
十
五
周
年
記

念
の「
第
二
十
五
回
聖
徳
祭
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。来
場
者
は

お
よ
そ
二
千
二
百
人
に
の
ぼ

り
、舞
台
発
表
・
展
示
発
表
・
後

援
会
主
催
に
よ
る
レ
ス
ト
ラ
ン

や
お
ま
つ
り
ひ
ろ
ば
等
、ど
れ

も
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、開
校
二
十

五
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、原
点
に
戻
り
、

「
日
本
人
の
心
を
伝
え
よ
う
」を

テ
ー
マ
に
、全
校
合
奏
も
新
曲

「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」に
挑
戦
し

ま
し
た
。舞
台
発
表
も
、「
昔
話
」

「
国
語
教
材
」「
古
典
」「
和
太
鼓
」

と
、
和
の
心
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
多
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

初
参
加
の
一
年
生
の
保
護
者

の
方
か
ら
は
、「
入
学
し
て
か
ら

半
年
で
、一
年
生
全
員
の
舞
台

発
表
が
あ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
り
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
役
割
を

き
ち
ん
と
果
た
し
て
い
る
姿
に

涙
が
出
ま
し
た
。ま
た
、上
級
生

の
舞
台
も
ま
と
ま
り
が
あ
り
、

力
強
さ
や
優
し
さ
、そ
し
て
和

の
心
を
大
切
に
し
て
い
る
学
校

の
精
神
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
」「
児
童
た
ち
の
き
ら
き
ら
と

輝
い
た
瞳
。み
ん
な
で
心
を
一

つ
に
し
て
頑
張
る
姿
。そ
ん
な

発
表
を
見
て
勇
気
を
も
ら
い
ま

し
た
」と
い
う
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
底
知
れ

ぬ
パ
ワ
ー
を
再
確
認
さ
せ
て
く

れ
る
聖
徳
祭
と
な
り
ま
し
た
。

勤
労
感
謝
の
日
を
通
し
て

〜
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
の
心
〜

三
田
幼
稚
園

日
々
の
生
活
の
中
で
園
児
た

ち
は
、園
児
同
士
で
の
か
か
わ

り
か
ら
豊
か
な
経
験
を
育
ん
で

い
ま
す
。さ
ら
に
、教
師
と
園
児

の
関
係
、親
子
の
関
係
な
ど
、た

く
さ
ん
の
人
と
の
か
か
わ
り
か

ら
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。地
域
で
働
く
人
が
い
る
お

か
げ
で
、自
分
た
ち
の
生
活
が

送
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、園
児

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
話
を
し

た
り
、絵
本
を
通
し
て
伝
え
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、実
体
験
と
し
て
田

町
駅
、三
田
駅
、三
田
警
察
、芝

消
防
署
、高
輪
郵
便
局
、銀
行
な

ど
を
訪
ね
て
、感
謝
の
気
持
ち

を
言
葉
で
伝
え
、さ
さ
や
か
な

が
ら
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
し
て
い
ま
す（
今
年
は
、十
一

月
の
中
旬
か
ら
二
十
四
日（
水
）

に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
を

訪
問
し
ま
し
た
）。園
児
か
ら
は

「（
働
い
て
る
人
は
）プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
で
、

（
僕
た
ち
は
）お
仕
事
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
だ

ね
」と
、感
謝
の
気
持
ち
が
理
解

で
き
た
と
思
わ

れ
る
言
葉
も
聞

か
れ
ま
す
。

園
内
で
は
、

園
長
先
生
、事

務
の
方
々
、バ

ス
の
運
転
手
さ

ん
、給
食
を
作

る
栄
養
士
の
先

生
、そ
し
て
、毎

日
生
活
を
共
に

し
て
い
る
担
任

の
先
生
に
対
し

て
、感
謝
の
集

い
を
開
い
て
い
ま
す
。

人
へ
感
謝
す
る
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
、「
何
か
を
し
て
く
れ
て
当

た
り
前
」と
さ
れ
る
世
の
中
で

す
が
、人
の
た
め
に
優
し
く
す

る
こ
と
を
惜
し
ま
ず
、ま
た
、優

し
く
さ
れ
た
時
も「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」の
言
葉
が
心

か
ら
自
然
に
出
る
よ
う
、ま
ず

は
身
近
に
い
る
教
員
が
そ
の
心

を
常
に
持
ち
、園
児
た
ち
に
も

根
付
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

芝消防署の消防士さんへプレゼントを渡す園児代表

音
楽
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
聴
衆
を
魅
了

九
月
十
八
日（
土
）、
茨
城
県

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
高

等
学
校
音
楽
科
お
よ
び
中
学
校

音
楽
コ
ー
ス
の
第
二
十
三
回
定

期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
ノ
バ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

定
期
演
奏
会
か
ら
数
え
て
二
十

三
回
目
、
四
半
世
紀
が
近
づ
き
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
音

楽
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
の
熱

意
が
、
今
年
も
ス
テ
ー
ジ
を
作

り
あ
げ
ま
し
た
。

第
一
部
・
第
二
部
で
は
、
一
学

期
末
に
実
施
さ
れ
た
独
奏
・
独

唱
者
選
抜
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
合
格
し
た
二
十
一
名
が
、
独

唱
・
独
奏
・
作
品
発
表
を
披
露
し

ま
し
た
。
中
高
校
生
の
演
奏
な

の
で
未
熟
な
部
分
が
多
い
と
は

い
え
、
翌
月
実
施
さ
れ
た
コ
ン

ク
ー
ル
で
全
国
大
会
出
場
を
決

め
た
生
徒
の
演
奏
等
も
あ
り
、

聞
き
応
え
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
三
部
で
は
、
中
三
音
楽
コ

ー
ス
と
高
校
音
楽
科
生
徒
全
員

に
よ
る
女
声
合
唱
に
よ
り
フ
ォ
ー

レ
と
シ
ュ
ー
マ
ン
の
作
品
が
、
ま

た
、
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
高
校
Ａ
部
門
に
十
九
年
連
続

出
場
を
果
た
し
て
い

る
吹
奏
楽
部
の
演
奏

の
後
、
合
唱
と
吹
奏
楽

に
よ
る
恒
例
の
「
空
よ

り
高
く
」が
演
奏
さ
れ
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
終
演
後
、
音

楽
科
卒
業
生
に
よ
る

懇
親
会
が
今
年
も
行

わ
れ
、
懐
か
し
い
顔
ぶ

れ
が
大
勢
集
ま
り
、
旧

交
を
温
め
る
と
と
も

に
来
年
の
再
会
を
約

束
し
、
充
実
し
た
音
楽

の
一
日
が
終
わ
り
ま

し
た
。

体育館で建学の精神「和」を掲げる児童たち

1年生による「ひょうたん池はおおさわぎ」の発表

5・6年生が制作した作品を鑑賞する児童たち 合唱と吹奏楽のコラボレーションによって白熱するステージ

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

九
月
二
十
九
日（
水
）、全
校
児

童
を
対
象
に
水
元
公
園（
東
京

都

飾
区
）で
遠
足
を
実
施
し
ま

し
た
。水
元
公
園
は
、小
合
溜
に

沿
っ
て
つ
く
ら
れ
、水
郷
の
景
観

か
ら
身
近
に
四
季
が
感
じ
ら
れ

る
公
園
で
す
。

こ
の
遠
足
は
、附
属
小
の
特
徴

で
も
あ
る「
明
和
班（
縦
割
り
班
）」

で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
が

活
動
の
中
心
で
す
。一
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
を
含
む
十
人
ほ
ど

の
グ
ル
ー
プ
で
、六
年
生
を
先
頭

に
地
図
を
見
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト

を
探
し
ま
す
。自
然
に
関
す
る
ク

イ
ズ
な
ど
十
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
、力
を
合
わ
せ
て
進
ん
で
い
き

ま
す
。

途
中
で
道
に
迷
っ
た
り
、一
年

生
が
疲
れ
た
り
し
た
と
き
、そ
ん

な
と
き
こ
そ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
見
せ
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

う
ま
く
ま
と
ま
る
班
や
苦
戦

す
る
班
な
ど
、結
果
は
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
班

に
と
っ
て
、異
年
齢
の
ふ
れ
あ

い
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

明
和
班
の
メ
ン
バ
ー
は
、毎

日
昼
に
会
食
を
食
べ
、普
段
か

ら
共
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
交
流
会
や
清
掃
な
ど
も

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。こ

う
し
て
培
わ
れ
た
明
和
班
の

絆
は
、こ
の
全
校
遠
足
を
通
し

て
ま
た
一
段
と
深
ま
り
ま
し

た
。「
こ
の
絆
が
卒
業
後
も
同
窓

会
の
よ
う
に
続
い
て
い
き
ま
す

よ
う
に
」と
い
う
思
い
を
持
ち
、教

員
も
日
々
見
守
っ
て
い
ま
す
。

チームワークを発揮し、ポイントの課題を解く異学年の児童たち

九
月
二
十
七
日（
月
）か
ら
三

泊
四
日
の
日
程
で
、長
野
県
佐

久
市
に
あ
る
学
園
の
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス「
か
す
が
荘
」に
滞
在
し
、

高
校
一
年
と
高
校
二
年
音
楽
科

の
生
徒
対
象
の
北
蓼
科
高
原
体

験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。今

夏
の
猛
暑
と
は
裏
腹
に
、九
月

末
に
し
て
は
肌
寒
い
日
が
続

き
、天
候
面
で
の
不
安
を
か
か

え
な
が
ら
の
現
地
入
り
と
な
り

ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
二
日
目
は
雨
天

だ
っ
た
た
め
、内
容
を
変
更
し
、

学
年
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
ク
ラ

ス
活
動
を
行
い
ま
し
た
。球
技

を
中
心
に
、ク
ラ
ス
を
越
え
て

親
睦
を
深

め
る
よ
い

機
会
と
な

り
ま
し
た
。

三
日
目
は
、ハ
ー
ド
な
日
程

と
な
り
、午
前
中
に
前
日
で
き

な
か
っ
た
農
作
業
を
行
い
、サ

ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

生
徒
の
作
業
ぶ
り
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
、あ
っ
と
い

う
間
に
二
十
五
畝せ

の
サ
ツ
マ
イ

モ
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、現
地
の

方
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。生

徒
た
ち
は
食
物
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

午
後
の
バ
ス
ハ
イ
ク
は
、前

日
ま
で
の
雨
の
影
響
で
、当
初

予
定
し
て
い
た
蓼
科
山
登
山
を

断
念
し
、蓼
科
御
泉
水
自
然
園

内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。

閉
校
式
で
は
、達
成
感
か
ら

か
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
っ
て

い
た
生
徒
た
ち
も
見
ら
れ
ま
し

た
。体
調
を
崩
す
生
徒
も
出
ず
、

学
年
目
標
で
あ
っ
た「
挨
拶
励

行
」「
時
間
厳
守
」「
責
任
を
果
た

す
」と
い
っ
た
三
項
目
に
も
十

分
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

大豊作のサツマイモに、笑みがこぼれる生徒たち

深
ま
る
「

明
和
班
」
の
絆

異
学
年
で
力
を
合
わ
せ
る
遠
足

開
校
二
十
五
周
年
記
念

第
二
十
五
回
聖
徳
祭

多
彩
な
発
表
で
今
年
も
観
客
を
圧
倒

画像提供：株式会社フォトクリエイト

北
蓼
科
高
原
体
験
学
習

秋
の
味
覚
を
収
穫
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十
月
八
日（
金
）、年
長
組
は

西
臨
海
水
族
園（
東
京
都
江

戸
川
区
）へ
の
遠
足
を
実
施
し

ま
し
た
。昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
、目
的
地
を

変
更
し
た
た
め
、二
年
ぶ
り
の

水
族
園
と
な
り
ま
し
た
。事
前

に
水
族
園
か
ら
借
り
た
ビ
デ
オ

を
見
た
り
、図
鑑
を
通
し
て
海

の
中
に
住
む
生
き
物
へ
の
関
心

を
高
め
て
当
日
に
臨
み
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、は
と
バ
ス
が

園
ま
で
迎
え
に
き
て
い
る
こ
と

に
喜
び
な
が
ら
、「
マ
グ
ロ
の
泳

ぐ
ス
ピ
ー
ド
は
ど
の
く
ら
い
か

な
？
」「
リ
ー
フ
ィ
シ
ー
ド
ラ
ゴ
ン

を
早
く
見
た
い
ね
」と
待
ち
き

れ
な
い
様
子
で
し
た
。目
的
地

ま
で
の
バ
ス
の
車
窓
か
ら
風
景

を
楽
し
み
、特
に
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
が
真
近
に
見
え
た
時
に

は
大
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

水
族
園
内
で
は
、公
衆
道
徳

を
守
り
、友
達
と
手
を
つ
な
い

で
世
界
中
の
海
に
住
ん
で
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
生
き
物
を

見
て
回
り
、変
わ
っ
た
動
き
を

す
る
生
き
物
や
色
と
り
ど
り
の

魚
た
ち
に
感
動
し
、食
い
入
る

よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。ビ
デ

オ
や
図
鑑
で
は
な
く
、実
際
に

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の

驚
き
や
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
時
間
は
、手
作
り
弁
当
を

友
達
同
士
で
互
い
に
見
せ
合
い

っ
こ
を
し
な
が
ら
、青
空
の
下

で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

今
回
の
遠
足
を
通
し
て
、園

児
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
海
の
生
態

に
つ
い
て
一
層
理
解
が
深
ま
り
、

皆
、
お
魚
博
士
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
「
親
学
講
座
」
は
、

十
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
に

計
四
回
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

講
座
は
、「
教
育
の
原
点
は
家

庭
に
あ
り
、
子
ど
も
が
人
生
で

初
め
て
出
会
う
教
師
は
親
で

あ
る
」と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
、

聖
徳
大
学
の
四
つ
の
附
属
幼

稚
園
が
子
育
て
支
援
を
目
的

と
し
て
、
全
園
児
の
保
護
者
の

方
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
の
十
月
六
日（
水
）

の
講
座
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
案
内
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
近
隣
の
未
就
園
児
の
保
護

者
の
方
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
浦
安
幼
稚
園
の
ホ

ー
ル
を
会
場
と
し
、
聖

徳
大
学
児
童
学
部
の
神

谷
明
宏
准
教
授
か
ら
、

「
年
中
行
事
の
基
礎
知

識
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

神
谷
准
教
授
か
ら
は

始
め
に
、
お
正
月
の
鏡
も

ち
を
飾
る
意
味
に
つ
い

て
、「
扇
を
橙（
ダ
イ
ダ
イ
）

の
上
に
飾
る
こ
と
は
、

末
広
が
り
の
繁
栄
を
願

う
意
味
」「
串
柿
は
家
庭

円
満
に
つ
な
が
る
縁
起

物
」「
昆
布
は
『
喜
ぶ
』

を
語
呂
あ
わ
せ
し
た
も
の
」
な

ど
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
五
節
句
・
端
午
・
重
陽
・

二
十
四
節
気（
一
年
を
二
十
四

等
分
し
て
十
五
日
毎
に
分
け

た
季
節
）な
ど
の
よ
う
な
、
日

本
の
四
季
、
季
節
に
応
じ
た
行

事
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
保
護
者
の
方
が
講
師

の
話
に
う
な
ず
い
た
り
、ま
た
、

講
師
か
ら
の
質
問
に
積
極
的

に
答
え
た
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。「
一
つ
一
つ
の
行

事
の
意
味
を
知
り
、
行
事
・
祭

事
へ
の
理
解
を
深
め
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
子
ど
も
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
日
本
人
の
心

を
伝
え
る
こ
と
で
も
あ
る
」
と

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
有
意
義

な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

坂
田
ヶ
池
公
園
へ
の
遠
足

〜
秋
の
自
然
を
満
喫
〜

附
属
第
三
幼
稚
園

子
育
て
支
援
講
座

〜
行
事
を
知
っ
て
、子
ど
も
に
伝
え
る
〜

附
属
浦
安
幼
稚
園

西
臨
海
水
族
園
遠
足

〜
お
魚
博
士
に
な
り
ま
し
た
〜

附
属
第
二
幼
稚
園

に
行
き
ま
し
た
。
本
来
は
二
十

一
日（
木
）に
行
く
予
定
で
し
た

が
、
雨
の
た
め
延
期
さ
れ
て
の

遠
足
で
し
た
。
急
に
朝
晩
の
冷

え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、
こ
の

日
も
と
て
も
寒
く
、
風
が
冷
た

い
日
で
し
た
が
、
園
児
た
ち
は
、

待
ち
に
待
っ
て
の
遠

足
だ
っ
た
せ
い
か
、
朝

か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

登
園
し
て
き
ま
し
た
。

幼
稚
園
バ
ス
で
約

十
五
分
の
場
所
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同

学
年
の
友
達
だ
け
で

乗
っ
た
こ
と
を
皆
、
と

て
も
う
れ
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
と
り

わ
け
徒
歩
通
園
の
園

児
た
ち
は
、
普
段
バ
ス

に
乗
る
こ
と
が
な
い

だ
け
に
目
を
輝
か
せ
、

椅
子
の
感
触
を
楽
し

み
な
が
ら
窓
か
ら
見

え
る
景
色
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
七
日（
水
）、
年
長

組
の
園
児
が
、
坂
田
ヶ
池
総
合

公
園（
千
葉
県
成
田
市
）へ
遠
足

公
園
に
着
く
と
、
広
い
芝
生

の
上
を
走
っ
た
り
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
で
遊
ん
だ
り
、
赤
と
ん
ぼ
や

バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
た
り
、
ど
ん

ぐ
り
を
拾
っ
た
り
し
て
秋
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
お
弁
当
の
時

間
は
、
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で

お
母
様
の
手
作
り
の
お
弁
当
を

広
げ
、
友
達
同
士
見
せ
合
っ
た

り
、
自
慢
し
合
っ
た
り
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
笑
顔
で
お

に
ぎ
り
や
お
か
ず
を
口
い
っ
ぱ

い
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
園
児
た
ち
が
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
た
大
き
く

て
長
い
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
で
歓

声
を
あ
げ
な
が
ら
、
先
生
や
友

達
と
何
度
も
繰
り
返
し
て
滑

り
、
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
と
は
違
い
、
広
い
公

園
で
思
い
き
り
走
っ
た
り
、
遊

具
で
遊
ん
だ
り
、
秋
の
自
然
を

満
喫
し
た
一
日
に
な
り
ま
し

た
。

ユーモアを交えながら、熱弁をふるう神谷准教授

水槽の中の幻想的な世界に目を奪われる園児たち

幼
稚
園
で
は
、
年
間
を
通
し

て
計
三
回
の
保
育
参
観
が
行
わ

れ
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
特
色
も

出
て
き
た
二
学
期
、
十
一
月
中

旬
の
保
育
参
観
で
は
、
保
護
者

の
方
々
は
一
学
期
と
は
異
な
る

お
子
様
の
姿
を
実
際
に
目
で
見

て
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
感
じ
ま

す（
今
年
は
十
一
月
九
日（
火
）・

十
一
日（
木
）に
実
施
し
ま
し

た
）。運動

会
で
は
、
友
達
と
一
緒

に
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ

を
身
に
つ
け
、
聖
徳
に
こ
に
こ

ま
つ
り（
バ
ザ
ー
）で
は
、
お
買

い
物
を
し
て
「
こ
れ
く
だ
さ
い
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」「
い
く

ら
で
す
か
」
な
ど
の

言
葉
の
や
り
と
り

を
身
に
つ
け
、
模
擬

店
で
食
べ
た
い
品

を
選
ん
で
食
べ
る

喜
び
を
味
わ
い
ま

す
。こ

の
経
験
を
生

か
し
、
保
育
室
で
は

か
ご
や
小
さ
な
鞄

を
腕
に
か
け
、
そ
の

中
に
果
物
や
野
菜

の
お
も
ち
ゃ
を
詰
め
込
み
、
園

児
同
士
で
お
買
い
物
ご
っ
こ
を

し
た
り
、
園
庭
で
年
長
組
は
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
年
中
組
は
か
く

れ
ん
ぼ
、
年
少
組
は
追
い
か
け

っ
こ
な
ど
、
集
団
で
遊
ぶ
こ
と

を
楽
し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

園
児
た
ち
の
姿
、
言
葉
の
や

り
と
り
、
友
達
と
の
か
か
わ
り

を
保
育
参
観
で
は
、
リ
ズ
ム
遊

び
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
製
作
、

劇
遊
び
、
親
子
体
操
、
運
動
会

ご
っ
こ
な
ど
の
活
動
を
通
し
て

発
表
し
ま
す
。

一
学
期
は
保
護
者
の
後
ろ
に

隠
れ
て
い
た
園
児
も
、
二
学
期

の
保
育
参
観
で
は
、
子
ど
も
が

保
護
者
の
手
を
引
っ
張
り
、
一

緒
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

十
二
月
に
毎
年
、
幼
稚
園
園

庭
に
て
「
も
ち
つ
き
会
」
が
行

わ
れ
ま
す（
今
年
は
、
十
二
月
三

日（
金
）に
実
施
し
ま
す
）。
登
園

し
た
園
児
た
ち
は
、
園
庭
に
置

い
た
臼
の
周
り
に
集
ま
り
、
も

ち
米
が
炊
き
あ
が
る
ま
で
「
も

ち
つ
き
」
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
臼

や
杵
の
話
を
聞
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
炊
き
あ
が
る
と
、
そ
の
香

り
を
か
い
で
、
臼
の
中
に
入
れ

た
も
ち
米
を
つ
く
動
き
に
あ
わ

せ
、「
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」

と
園
児
た
ち
も
つ
く
真
似
を
し

な
が
ら
声
を
か
け
ま
す
。
先
生

が
杵
で
つ
く
様
子
を
見
て「
先

生
、頑
張
っ
て
！
」
と
応
援
し
な

が
ら
、
も
ち
米
が
お
も
ち
に
な

る
様
子
を
喜
ん
で
見
て
い
ま
す
。

も
ち
米
の
粒
の
形
が
な
く
な

り
、
少
し
ず
つ
お
も
ち
に
な
る

と
、
園
児
た
ち
か
ら
大
歓
声
が

湧
き
ま
す
。
も
ち
米
を
一
口
ず

つ
園
児
た
ち
の
口
に
入
れ
る

と
、「
ゆ
っ
く
り
か
ん
だ
ら
お
も

ち
に
な
っ
た
！
」「
ね
ば
ね
ば
し

て
る
！
」
と
、
実
際

に
よ
く
か
ん
で
食

べ
て
み
る
こ
と
で
、

白
米
と
も
ち
米
の

違
い
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
後
、
お
も
ち
工

場
と
な
っ
た
部
屋

に
行
き
、
つ
い
た
お

も
ち
が
あ
ん
こ
も

ち
・
き
な
こ
も
ち
・
磯

部
も
ち
の
三
種
類

に
な
っ
て
い
く
様

子
を
見
学
し
、
給
食

で
食
べ
る
こ
と
を

期
待
し
、
喜
び
の
表

情
を
見
せ
て
い
ま
す
。

も
ち
つ
き
の
一
日
は
、
普
段

の
バ
ス
コ
ー
ス
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
も
ち
を
つ
く
・
丸

め
る
・
つ
け
る
と
い
っ
た
行
程

を
見
ま
す
。
全
園
児
が
登
園
し

た
後
は
ク
ラ
ス
ご
と
、
椅
子
に

座
り
、
臼
を
囲
ん
で
皆
で
「
お

も
ち
つ
き
」
の
歌
を
歌
っ
た
り
、

「
よ
い
し
ょ
！
」
と
言
っ
て
も
ち

つ
き
を
見
学
し
ま
す
。
園
児
た

ち
は
給
食
の
配
膳
ま
で
の
時

間
、
保
育
用
と
し
て
つ
い
た
お

も
ち
に
小
麦
粉
を
つ
け
て
丸
く

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
形
に
見

立
て
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
鏡
も
ち
を
作
っ
て
お
正
月

に
お
供
え
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。

給
食
で
は
、
磯
部
も
ち
・
き
な

こ
も
ち
・
あ
ん
こ
も
ち
と
そ
れ

ぞ
れ
の
お
も
ち
を
目
の
前
に
、

普
段
は
お
も
ち
が
苦
手
な
園
児

も
自
分
た
ち
が
つ
い
た
お
も
ち

だ
と
思
い
、
残
さ
ず
食
べ
た
り
、

「
先
生
、
お
か
わ
り
下
さ
い
！
」
と

お
か
わ
り
を
す
る
園
児
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
特
に
磯
部
も
ち

が
大
人
気
で
す
ぐ
に
売
り
切
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
よ
く
食
べ
て
い

ま
す
。

日
本
古
来
の
伝
統
で
あ
る

「
も
ち
つ
き
」
を
通
し
て
、
臼
や

杵
を
見
た
り
・
触
れ
た
り
、
普
段

体
験
で
き
な
い
こ
と
や
感
動
を

味
わ
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

坂田ヶ池の水鳥に手を振る園児たち

重い杵を元気いっぱいに持ちあげる園児たち

も
ち
つ
き
会

〜
お
米
が
お
も
ち
に
大
変
身
〜

八
王
子
中
央
幼
稚
園

二
学
期
の
保
育
参
観

〜
日
々
の
成
長
を
発
表
し
ま
す
〜

多
摩
中
央
幼
稚
園

保護者の方と元気に遊ぶ園児たち

期待いっぱいの入場前の園児たち
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■聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：047-392-8111（代）

s12月19日［日］

学校説明会

入試対策説明会

s12月11日［土］
s1月9日［日］

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

※詳細につきましては、お問い合わせください。

中学校 s12月4日［土］高等学校 普通科

毎日実施！キャンパス見学（電話予約制）
突然ですが受験生の皆さん、入試に向けて準備は

いかがですか？1・2年生の皆さん、進路選びは順調に
進んでいますか？
「キャンパス見学」では、入試に関する説明や皆さん
からの質問・疑問にお答えすることはもちろん、学び
やキャンパスライフ、免許・資格のことなどをアドバイ

ザーが個別に丁寧に説明いたします。資料もパンフレットをはじめ、入試要項や各学科
の資料、赤本などをお配りしています。

s12月19日［日］聖徳大学松戸キャンパス 13：00～16：00

学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆さまの広報誌です。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https: //www.seitoku.ac. jp /gakuen / toiawase /frmpub

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash /

10.12.1 re（ ,）

〒108-0073 東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。
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（土） １月２２日 
（木） １月２７日 
（日） ２月６日 

（木） １月２０日 

（月） １月１７日 
（月） １月１７日 

（火） １月１８日 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ （金） （金） １月１４日 １月７日 

～ （木） 入試日当日 １月６日 

第１回入試 
午前 
午後（選抜クラス入試） 

第2回入試 
選抜クラス　特待入試 
第3回入試 

推薦入試 

一般入試 

単願 

併願 

中
学 

高
校 

普通科 

推薦入試 

一般入試 

単願 

併願 音楽科 

または 

（月） １月１７日 

（火） １月１８日 
または 

（月） １月１７日 

（火） １月１８日 
または 

（月） １月１７日 
（水） １月１９日 実技 

（水） １月１９日 実技 

（月） １月１７日 

（火） １月１８日 
または 

（水） １月１９日 実技 

（　　　　　） 各専攻コース 
吹奏楽コース 

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

（日） １２月５日 推薦・専願入試 
入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ （金） （金） １２月３日 １１月２６日 
（水） １月５日 第１回 

一般入試・学力特待選考 第２回 
第３回 

～ （水） （金） １月５日 １１月２６日 
（日） １月２３日 ～ （日） （金） １月２３日 １１月２６日 
（日） ２月６日 ～ （日） （金） ２月６日 １１月２６日 

中学 

（日） １月９日 推薦入試 ・ （金） （木） １７日 １２月１６日 
（日） １月１６日 一般入試 ・ （金） （木） １４日 １月１３日 

（木） １月２０日 千葉県受験生対象 
併願推薦型入試 ・ （金） （木） １４日 １月１３日 

高校 

平成22年度 入試日程

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

入試日 願書受付期間 入試区分 

（土） １２月４日 一般第Ⅱ期 ～ （水） （木） １２月 １日 １１月２５日 
（日） １２月１９日 特別入試 ～ （木） （月） １２月１６日 １２月１３日 

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・
音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

前期 

ＡＯ入試・公募推薦入試 
保育科･保育コース推薦入試 
幼稚園・保育所園長推薦入試 
同窓会推薦入試 
特別入試 

入試日 願書受付期間 入試区分 日程 

（日） １２月１９日 D ～ （金） （水） １２月１７日 １１月２４日 

（土） １月２２日 

後期 

ＡＯ入試・公募推薦入試 
保育科･保育コース推薦入試 
幼稚園・保育所園長推薦入試 
同窓会推薦入試 
特別入試 

A ～ （木） （木） １月２０日 １月６日 
（日） ２月６日 B ～ （金） （月） ２月４日 １月２４日 
（土） ２月２６日 C ～ （木） （月） ２月２４日 ２月７日 
（土） ３月１２日 D ～ （木） （月） ３月１０日 ２月２８日 

前期 一般入試 B （日） １２月１９日 ～ （金） （水） １２月１７日 １１月２４日 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

一般入試 
社会人入試 C

（金・祝） ２月１１日 

（金・祝） ２月１１日 （土） ・１２日 
～ （火） （月） ２月 １日 １月１７日 ※ただし音楽文化研究科は 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

一般入試 
社会人特別入試 
私費留学生特別入試 

C
（金・祝） ２月１１日 

（金・祝） ２月１１日 （土） ・１２日 
～ （金） （月） ２月４日 １月１７日 ※ただし音楽文化研究科は 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

〈博士前期課程〉

特別奨学生入試（科目試験方式） 

～ （月） （土） ２４日 １月２２日 

～ （月） （土） ２４日 １月２２日 

地元密着特別奨学入試 

ＡＯ入試 後期 

（日） １月２３日 

特別奨学生入試（センター試験方式） （日） 面接のみ １月２３日 

のうちの希望日 

（日） １２月１２日 

（木・祝） １２月２３日 B

公募推薦入試 

自己推薦入試 

地域特別推薦入試 

後期 

後期 
※上記に加え音楽学部は実技も実施 

※最終日正午必着 

特別奨学生入試（科目試験方式） （金） ２月４日 

特別奨学生入試（センター試験方式） （金） 面接のみ ２月４日 全学 
※上記に加え音楽学部は実技も実施 

一般入試 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし A
※ただし音楽学部の実技等のみ 

入試日 

～ （土） （水） １２月 １日 １２月１８日 

～ （木） （月） １１月２２日 １２月９日 

～ （火） （金） １月７日 １月１８日 

～ （金） （金） １月７日 １月１４日 

～ （月） （水） １月１９日 １月３１日 

願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

のうちの希望日 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

内部推薦入試 
一般入試 
学士入試※ 
社会人特別入試※ 

（日） １２月１２日 

（日） ２月２０日 

B

一般入試・学士入試※ 
社会人特別入試※ （火） ３月８日 D

C

入試日 

～ （木） （月） １１月２２日 １２月９日 

～ （水） （火） ２月 １日 ２月１６日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

・ （日） （土） ２０日 ２月１９日 のうちの希望日 

・ （水） （火） ９日 ３月８日 のうちの希望日 

・ （土） （金） ５日 ２月４日 のうちの希望日 

・ （日） （土） ２０日 ２月１９日 一般入試 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし B

／ 

／ 

／ 

／ 

※ただし音楽学部の実技等のみ 

・ （水） （火） ９日 ３月８日 一般入試 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし C
※ただし音楽学部の実技等のみ 

・ （土） （金） ５日 ２月４日 全学全学科統一入試（科目試験方式） 

全学全学科統一入試（センター試験方式） 
本学個別学力試験なし 
※ただし音楽学部の実技等のみ 

～ （月） （水） １月１９日 １月３１日 

～ （水） （火） ２月 １日 ２月１６日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

～ （火） （金） １月７日 １月１８日 

～ （火） （金） １月７日 １月１８日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

～ （月） （水） １月１９日 １月３１日 

～ （水） （月） ２月２１日 ３月９日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

☆印の入試区分の 
地区・ターミナル試験 

（日） 

（金） 

１月２３日 

２月４日 

私費留学生特別入試 
私費留学生特別奨学生入試 
帰国子女特別入試 
社会人特別入試 
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉 
　　　　　　　特別奨学推薦入試 

（土） 

（火） 

１月２２日 B

３月８日 C

※ただし音楽学部のみ 

のうちの希望日 

のうちの希望日 

のうちの希望日 

☆ 

進学相談会

施設の詳細などは本学園HPでご覧いただけます。
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL.0267-52-2111

一般９,４００円～のところ
学生・教職員５,４００円～

卒業生・ご家族・同伴者８,３００円～

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉（1泊2食付）

〈専門職学位課程〉（教職研究科）

C （金・祝） ２月１１日 ～ （金） （月） ２月４日 １月１７日 

D （日） ３月６日 ～ （火） （月） ３月 １日 ２月１４日 

現職特別 （日） ３月２７日 ～ （火） （月） ３月２２日 ３月７日 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 
内部推薦入試 
一般入試 
社会人特別入試 
現職教員特別入試 

現職教員特別入試 

信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1

１１月６日（土）、７日（日）に開催された
聖徳大学の聖徳祭で、かすが荘は「日本
蜜蜂のハチミツの試食」を出展しました。
このハチミツは、味に定評がありますが、
一般的には生産量は少なくあまり流通し
ません。今回は、長野県佐久市にあるか
すが荘の近所で採蜜されたものを用意し
ました。
初めての出展でしたが、活気あふれる

ブースになりました。両日は試食のほか、「日本蜜蜂のハチミツ」を小瓶で２０個、ブルー
ベリーやリンゴなどのジャム６０個を販売しましたが、すべて完売となりました。
このハチミツとジャムは、かすが荘の売店で販売しています。また、食堂のメニューに
もこのハチミツをかけたホットケーキを用意しています。皆さまのご利用をお待ちしてい
ます。

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・人間栄養学部（女子）
音楽学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

※は編入学試験のみ実施

大学・短大部4月生出願受付開始！１２月２０日（月）から

「没後１１０年トゥールーズ＝ロートレック」展
聖徳大学開学２０周年および人間栄養学部新設
を記念し、本学所蔵の学術コレクションの中から、
フランス後期印象派の画家ロートレックの作品を
展示しております。

“エスタンプ・オリジナル”誌の表紙（1893年）

特別展覧会

s12月5日［日］土浦
ホテルCANKOH※は本学主催

s12月15日［水］札幌
札幌パークホテル

s12月12日［日］大宮
JA共済埼玉ビル
10：30～16：00 16：00～19：0010：30～16：00

２０１１年4月入学生のための入学説明会 s1月9日［日］聖徳大学松戸キャンパス

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

※学校見学は、随時行っています（日・祝は除く）。

進学相談会 s12月10日［金］厚木
ロワジールホテル厚木

s12月17日［金］平塚
平塚ステーションビル

保育専門学校フェア s1月23日［日］三田
聖徳大学サテライトキャンパス

聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、冬期（Ⅲ期1～3月）に下記のさまざまなジャンル
からバリエーション豊かな206講座を開設いたします。魅力的な講座を多数取りそろえております
ので、ぜひご受講ください。現在、申し込み受付中です。

語学、文学、芸術・文化、健康・スポーツ、情報・ビジネス
料理、社会・福祉、生活・環境、教育・心理、特設講座

平成２２年度 冬期 SOA 公開講座のご案内

※その他、さまざまな講座を開設します。
※詳細につきましては、どうぞお気軽に、生涯学習課０４７-３６５-３６０１までおたずねください。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ショパン、心のときめき
…そしてもう1人のアニバーサリーグスタフ・マーラーの音楽宇宙（2）
現場実践から学ぶ！こころの病と精神障がいの支援
“誰でもポロロン”ピアノ講座
高校生から学べる心理学実践講座
言葉と絵から読み解く「星の王子さま」
勝ち組・負け組の政治学・社会学
ハーモニカの合奏を楽しもう
三代目シェフのクリームコロッケ教室～老舗料理店の味
日本の国民食カレー万歳♪

……………………………………………………………原　佳之　ほか

…山本　まり子

…………………………高橋　克典

………………………………………………………森下　直人

……………………………………小澤　真　ほか

……………………………………稲田　弘子

……………………………………………檜垣・下峠

…………………………………………………小松　栄三郎

………中台　義浩

……………………………………………………後藤　よしお

開講予定講座より
日本蜜蜂のハチミツ

両日でブースには７００名の来場がありました。

会場／聖徳大学８号館１階ギャラリー

会期／2011年3月31日（木）まで
お問い合わせ／聖徳大学川並記念図書館

TEL.０４７（３６５）１１１１［大代］

会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！

大学・短大部4月生出願受付開始！１２月２０日（月）から

開設ジャンル

※ ※

10：00～12：00
10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～14：00

講 座 名 講 師 名

14：00～16：30

16：00～18：0013：00～15：45

13：00～16：30


